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株主のみなさまへ 
 
（１） 経営の基本方針 
 

中央物産グループは、これまでに築き上げた長年の信用と資産を有効に活用し、事業

の多角化と、各事業間の相乗効果により、時代の変化にも柔軟に対応し、永続的な事

業価値の向上を可能にする企業グループを目指しております。 
 

（２） 利益配分に関する基本方針 
 
  当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要施策として位置付け、常に経

営基盤の強化および将来の事業展開に備えるための内部留保につとめ、業績に応じた

利益還元を安定的かつ継続的に行うことを基本方針としております。 
 
（３） 目標とする経営指標 
  
  当社は、安定的な収益力を確保すべく「売上総利益」および「経常利益」の利益率

向上を重視してまいります。 

 

 
 
 

 
 



（４） 事業内容 
 

当社は、石鹸・洗剤、化粧品・医療衛生用品・介護用品及び雑貨品などの生活関連用

品を、主に国内のメーカーから仕入れて、首都圏を中心に関西及び東海地区の百貨店・

量販店・有力卸店・専門店などへの卸売を業務としている日用雑貨事業です。併せて

ホテル経営も営んでおります。 
なお、中央物産グループは、中央物産（株）と、その傘下に１００％子会社として、

パーソナルケア製品(健康清潔生活)の製造、輸入、商品企画および販売を営むメーカー

業を（株）シービック、今後重要性の高まる小売業店頭支援業務を行う（株）ＣＢフ

ィールド・イノベーション、３ＰＬとして鋭意物流事業を拡充する（株）シー・ビー・

ロジスティクス、競合との差別化強化のため独自の商品開発を行う（株）エナスによ

って成りたっておりますが、いずれも当社グループが中間流通業として向後他の追随

を許さない戦略的な発展を遂げていくための、欠くべからざる機能・役割を担うもの

であります。 

 

 
 
 
 
 
 



（５） 中長期的な会社の経営戦略 
 

当社は、中長期的に厳しさが予想される経営環境下、２００５年度より「第二次ペガ

サス３ヶ年計画」をスタートさせ、経営構造改革、中でも収益を上げる仕組みづくり

を最大の重点課題としており、さらに強固な高収益体質づくりに邁進しております。 
 
また、当社グループの中核事業である日用品雑貨卸売事業におきましては、２１世紀

を通じて必要とされる中間流通業として存続すべく、当社のビジネスモデルの基本で

ある、カテゴリー・コントラクター機能（カテゴリー基軸のさまざまなマーチャンダ

イジング・プロモーション提案）をさらに高め、卸として本来の機能を明確にすると

ともに、ＡＢＣ（アクティビティ・ベースド・コスティング）手法を活用し、メーカ

ー・卸・販売店の間に存在する無駄なコストを削減する仕組みづくりをおこなうこと

により、中間流通機能の専門性を更に深耕してまいります。 
また、ホテル事業におきましては２００５年１月の「ホテルプレシデント青山」リニ

ューアルにより、ご利用いただくお客様に更なる快適な時間と空間を提供することに

努め、なお一層の収益とサービス水準の向上を図っております。 
 

≪東京でも有数の好立地、青山で２３年の歴史を持

つホテルプレシデント青山≫ 
このたびレストラン・宴会場を前面リニューアル

いたしました。特にメインダイニングの一階レスト

ラン“オルト”は、ディナーメニュー全てに有機野

菜やビオワイン（有機葡萄のワイン）をホテルでは

初めて導入し、話題を集めております。また宴会場

は利用目的別にホール・サロン・ルームの３室を揃

え、お客さまの幅広いニーズにお応え出来る施設に

なりました。  

      
レストラン オルト           宴会場ルネッタ（サロン） 



（６） 会社の対処すべき課題 
 

当業界におきましては、小売市場における販売競争は、ますます激化する状況が続く

ものと思われます。 
このような状況下、当社グループは当期を中期３ヵ年計画の初年度と位置づけ、以下

に積極的に取り組み、企業としての社会的責任を果たしつつ高収益体質への改善に努

めてまいります。 
 

① 革新的な物流費の削減 
 

大幅なコスト削減を図るため最新の物流技術革新を実現する大規模物流センター

（伊勢原ロジスティクスセンター）を神奈川県伊勢原市に当期下期より本格稼動し

ております。同センターでは、単に低コスト・高品質の物流を目指すのではなく、

省エネルギー設備・低公害車の導入・資源リサイクルなどの環境への配慮、地域社

会との共生（障害のある方の雇用創出）などを積極的に進めてまいります。また、

同センターの技術を既存センターに水平展開することにより、物流部門全体の継続

的なコスト削減を行ってまいります。 
また、この伊勢原ロジスティクスセンターは、お得意様に対して高効率でハイレベ

ルなサービスを提供することを目指して「いつもきれいな商品を、ご指定の時間に、

間違いなくお届けし、お得意様店頭作業の能率アップ」を基本コンセプトに設計し

ました。 

 

 
 
 



② 得意先小売店へのリテールサポート 
 

当社が提唱してきたカテゴリー・コントラクター機能をより高度化して、消費者と

の接点となる小売店の店頭を活性化することにより、双方の売上増加に寄与してま

いります。具体的には、当社の営業担当が専門的なカテゴリー知識を持ち、棚割や

売場作りをサポートする「カテゴリー別セールスマトリックス組織」により売り場

提案の強化を図っております。 
さらに営業・マーチャンダイジング・受発注・システム・株式会社シー・ビー・ロ

ジスティクス（物流）・株式会社ＣＢフィールド・イノベーション（店頭活動）が一

体となった「カスタマーチームアプローチ」を編成することにより、得意先小売店

とダイヤモンド型の包括的な取り組みを実現し、小売店のオペレーション全体の効

率化についてサポートするなど、小売店のかかえている様々な課題に対してのソリ

ューション・セリングを行っております。 
 

③ 専売品ビジネスの拡大 
 

当社が市場において競争優位性を維持・拡大していくために、新しい視点から商品

を提案・開発支援する新会社（株）エナスを当期より設立いたしました。同社は、消

費者の生活スタイルに合わせて、価格訴求力だけでない高付加価値を備えた商品を得

意先小売店の店頭に提供してまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（７） 中間財務諸表（単独） 
 
① 中間貸借対照表 

資産の部 負債の部 

科目 

前中間連結 

会計期末 

当中間連結

会計期末

前連結 

会計年度 科目 

前中間連結 

会計期末 

当中間連結 

会計期末 

前連結

会計年度

流動資産  1,7996,637  19,400,103  17,692,524 流動負債  19,073,879  18,784,176  17,162,236

  現金及び預金 780,151 271,324 315,838 支払手形 1,759,864 1,374,860 1,526,903

  受取手形 1,117,876 990,465 853,980 買掛金 7,062,699 6,784,802 7,303,107

  売掛金 8,590,517 8,977,305 7,835,991 短期借入金 7,215,000 7,003,149 4,870,023

  たな卸資産 4,357,292 5,768,422 5,077,051

一年以内返済予定 

長期借入金 1,253,468 1,697,879 1,449,417

  繰延税金資産        - 139,205 142,790 一年以内償還社債 60,000 60,000 60,000

  未収入金 2,104,900 2,323,262 2,326,127 未払法人税等 142,249 150,000 104,825

  その他 1,087,580 981,881 1,178,963 賞与引当金 225,707 216,001 215,828

  貸倒引当金 △41,681 △51,765 △38,219 返品調整引当金 24,334 24,000 18,309

          その他 1,330,558 1,473,482 1,613,820

固定資産  14,171,200  15,146,667  14,660,561 固定負債  5,501,172  8,419,575  7,594,738

 有形固定資産   9,714,759  10,493,930  10,325,781 社債 1,100,000 1,040,000 1,070,000

  建物及び構築物 4,575,023 5,964,641 4,480,621 長期借入金 3,403,648 6,250,574 5,288,461

  土地 5,003,554 4,354,087 4,991,822 子会社投資損失引当金 350,846 470,388 473,555

  その他 136,181 175,202 853,337 役員退職慰労引当金 348,400 379,425 363,300

 無形固定資産 140,111 111,077 124,640 その他 298,277 279,187 399,421

 投資その他の資産  4,316,329   4,541,658   4,210,140         

  投資有価証券 1,912,339 2,488,555 2,064,996 負債合計 24,575,052 27,203,751 24,756,974

  関係会社株式 330,086 340,086 330,086         

  破産債権・更生債権等 189,318 3,234 153,780 資本の部 

  繰延税金資産 85,269       -       - 資本金 1,608,227 1,608,227 1,608,227

  投資不動産 242,593 35,841 61,099 資本剰余金 1,321,144 1,321,144 1,321,144

  その他 1,747,040 1,677,224 1,753,958 利益剰余金 4,225,337 3,677,900 4,152,633

  貸倒引当金 △190,318 △3,283 △153,780 その他有価証券評価差額金 445,532 743,721 521,679

          自己株式 △6,495 △7,975 △7,573

繰延資産       961       -       -         

 社債発行費 961       -       - 資本合計 7,593,746 7,343,018 7,596,111

                  



                  

  資産合計  32,168,799  34,546,770  32,353,086 負債及び資産合計 32,168,799 34,546,770 32,353,086

 
② 中間損益計算書 

科目 

前中間連結 

会計期末 

当中間連結 

会計期末 

前連結 

会計年度 

  (経常損益の部）             

営業損益の部             

 営業収益             

  売上高   49,752,709   49,406,496   95,956,669

 営業費用             

  売上原価   43,719,488   43,330,431   84,305,145

  返品調整引当金戻入額   16,000   18,309   16,000

  返品調整引当金繰入額   24,334   24,000   18,309

   差し引き売上総利益   6,024,886   6,070,374   11,649,215

  販売費及び一般管理費   5,765,084   6,028,594   11,389,694

 営業利益   259,802   41,779   259,520

                 

営業外損益の部             

 営業外収益             

  受取利息   10,037   11,448   20,554

  受取配当金   62,247   54,184   71,971

  仕入割引   204,196   287,788   439,781

  為替差益   93   79   134

  その他   38,849   52,032   60,601

 営業外費用             

  支払利息及び社債利息   143,385   158,816   277,680

  売上割引   54,812   62,594   105,915

  その他   8,573   15,753   38,909

                 

 経常利益   368,455   210,148   430,059

                 

  （特別損益の部）             

 特別利益             

  固定資産売却益       36,081   26,205



  投資有価証券売却益   3   0   170

  貸倒引当金戻入益   26,161   13,624   32,136

  
子会社投資損失引当金戻入益 

      3,167     

 特別損失             

  固定資産除却損   1,461   65   45,521

  固定資産売却損       520   40,782

  事業再構築費用   2,788   14,150   2,788

  
子会社投資損失引当金繰入額 

  45,487       168,196

  特別退職金       4,391     

  事業保険解約損   21,898       21,898

  過年度売上値引   53,263   31,696   53,263

  貸倒損失           5,552

  過年度仕入割戻修正損       163,483     

  減損損失       697,795     

 

税金等調整前中間(当期)純利益又は 

純損失   269,721   △649,082   150,569

 法人税・住民税及び事業税 118,258   △15,936   154,762   

 法人税等調整額 △52,043 66,214 △256,668 △272,605 △134,996 19,766

 
中間(当期)純利益又は純損失 

  203,506   △376,477   130,802

 前期繰越利益   749,565   830,631   749,565

 中間(当期)未処分利益   953,071   454,154   880,368

 
 


